
〈
研

究

論
文

５
〉

三
木
露
風
に
お
け
る
「
日
本
」
と
「
西
洋
」

は
じ

め

に

詩
人

三
木

露
風

（
本
名
操
、
一
八
八
九
～
一
九
六
四
）

は
、
「
日
本

の

メ

ロ

デ

ィ
ー
」
と
し
て
今
日
で

も
老
若
男
女
を
問
わ
ず
広
く
歌

い
親
し
ま
れ
て

い

る
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
作
詩
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
露
風
は
、
日
本

的
抒
情
性
を
湛
え
た
詩
人
と
い
う
印
象
を
受
け
や
す
い
。
が
、
本
来
は
抽
象

的
な
象
徴
詩
で
出
発
し
、
明
治
末
か
ら
大
正
前
半
期
に

か
け
て
北
原
白
秋
と

な
ら
ぶ
新
進
詩
人
と
し
て

脚
光
を
浴
び
「
白
露
時
代
」
と
い
う
一
時
代
を
画

し
た
詩
人
で
あ

っ
た
。
彼

は
そ
の
後
、
カ
ト
リ
ッ

ク
信
仰
に
急
速
に
没
入
し
、

作
風

を
大
き
く
変
え
て

「
宗

教
詩
」

と
呼
ば
れ
る
信
仰
の
詩
と
基

督
教
に
関

連
す

る
著
述
を
精
力

的
に
発
表
し

た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
当
時

の
読
者

の

理

解
を
得

ら
れ
ず
、
し
だ

い
に
敬

遠
さ
れ
大
正

後
半
以

降

は
「
過
去

の
詩

人
」

と
し
て
遇
せ
ら
れ
る
結
果
と

な
り
、
著

作
の
刊
行
す
ら
ま
ま
な
ら
な
く

宮
　

里
　

立
　

士

な

っ

た
。

筆

者

は
、

平

成

一

四

年

三

鷹

市

で

露
風

晩

年

の

資

料

整

理

に

従

っ

た
。

三

鷹

は
露

風

後

半

生

の

住

処

で

あ

り

、

そ

の
終

焉

の

地

で

も

あ

っ

た
。

そ

し

て

そ

こ

か
ら

彼

の

特

異

な

基

督

教

思

想

に
関

心

を

抱

く

よ

う

に

な
り

、

こ

れ

を

雑

誌

『
国

文

学
　

解

釈

と

鑑

賞

』
（
平

成
一

五
年
一
一
月

号
）

に

「
三

木

露

風

の

基

督

教

思

想

」

と

題

し

て

ま

と

め

た
。

本

稿

で

は

こ

の

と
き

の
テ

ー

マ
を

発

展

さ

せ

て

、

新

た

に

三

木

露
風

の

中

に
あ

っ
た

「
日

本

的

な

る
も

の

」

と

「
西

洋

的

な

る
も

の
」

と

の

対
比

を

通
し

て

検

討

す

る

も

の
で

あ

る
。

露

風

の

カ

ト

リ

ッ

ク

信

仰

に

つ

い

て

露

風

が

基

督

教

に

興

味

を

抱

い

た
き

っ

か
け

は

彼

の

最

初

の

宗

教

詩

集

『
良

心

』
（
大
正

四
・
一

こ

の

跋

文

「
良

心

の

後

に
」

に

見

え

る

。

大

正

二

年

、

露

風

「
二

四

、

五

歳

」

の

こ

ろ

で

あ

る

（
『
三
木
露
風

全
集
』
〔
日
本

図
書

セ
ン
タ
ー
覆
刻
版
〕
第
一
巻
一
八
二
、
三
頁
。
以
後
、
『
全
集
』
と
略
記
）
。

そ

の

後

、
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大
正
四

年
七
月
を
皮
切
り
に
四
度
に
わ
た

っ
て
北
海
道
の

ト
ラ

ピ
ス
ト
修
道

院
を
訪
問
。
特

に
四
度
目
の
大
正

九
年
五

月
に
は
講
師
と
し
て
赴
任
し
、
同

一
一
年
四
月

に
は
、
夫
人
な
か
と
と
も

に
受
洗
、
一
三
年

六
月
ま
で
の
四
年

間
滞
在
し

た
。

彼
の

カ
ト
リ

ッ
ク
入
信

に
は

い
く
つ

か
の
理
由

が
挙

げ
ら
れ

る
。
た
と
え

ば
幼

い
頃

の
両
親

の
離
婚
と
そ
れ

に
伴

う
実
母
と

の
別

離
、
そ
し
て
そ
の
母

が
宗
派

は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ

る
が
、
同
じ
基

督
信

徒
で

あ
っ
た
こ
と
。

ま
た
青
春

の
放
蕩

へ
の
悔
恨
、
生
来
の
宗
教
的
志

向
と
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道

院

で
の
体

験
等
。

が
、
そ
の
傾
倒
を
露
風

の
詩
人

と
し
て

の
問
題

意
識
か
ら
検

討
し
て
み

る
と
、

マ
ラ
ル
メ
を

は
じ

め
と
す

る
フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
詩
人

の

影
響
が

考
え
ら

れ
る
の
で

あ
る
。

時
期

は
や
や
下

る
が
昭
和
三

年
執
筆

の
「
象
徴
主

義
信
条
」
（
未
刊
）
中

で
、
露
風

は
「
フ
ラ
ン
ス
の
象
徴

主
義

は
、
大

多
分
、

ロ
ー
マ
ン
・
カ
ソ
リ

ツ
ク
の
社
会
に
於
て
胚
胎
し
」
、
「
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
教
儀
に
関
す
る
こ
と
が
多

く
」
、
’そ
の
「
象
徴
の
意
義
精
神
が
、

甚
だ

カ
ソ

リ
ッ

ク
の
精
神
と
統

合
し

て

ゐ
る
こ
と
」
、
そ
し
て
「
宗
教
の
敬
虔
な
る
精
神
と
」
「
そ
の
拝
礼
祈
祷
等

の
荘
厳
に
し
て
神
秘
的
な
気
分
」
、

こ
れ
が

「
彼

等

の
象

徴
主
義
と
深

く
結

合
し
、
融
合
し
て
ゐ
る
」
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
露
風

に
よ
れ
ば
象
徴
主
義

は
、
国
の
如
何
を
問
わ
ず
、
「
不
可

見
の
世
界
を
加
味
」
す

る
も
の
で
あ
り
、

「
此
の
点

に
於
て
、

ロ
ー
マ
ン
・
カ
ソ
リ

ツ

ク
の
や

う
な
宗
教

は
、
夫
れ
自

体
に
、
象
徴
の
精
神
を
有

し
て

ゐ
る
」
。
つ

ま
り
、

カ
ト
リ

ッ
ク
の
精
神
の

中
に
見
ら
れ

る
静
寂
、
典
礼
化
さ
れ
た
奥

に
秘

め
ら
れ

た
神
秘
主
義

に
こ
そ
、

一
定
の
規
範
の
中
で
表
現
さ
れ
な
が
ら
、
象
徴
世
界
を
造
型
す
る
精
神

が
隠

さ
れ
て

い
る
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
捉
え
方
は

「
ロ
ー
マ
ン
・

カ
ソ
リ
ツ

ク
に
対
す

る
私
の
宗
教
的
体
験
」

に
由
来
す

る
と
し
た
（
『
全
集
』

第
二
巻
三
二
二
～
四
頁
）。
こ
こ

か
ら
露
風
が
、

象
徴
詩
の
探
求
を
通
し

て
、

フ
ラ
ン
ス
象

徴
主
義

の
中

に
息
づ
く

カ
ト
リ

ッ
ク
の
精
神
を

「
発
見
」
し
、

こ
れ

に
傾

倒
し
て

い
っ
た
経
緯
が
垣
間
見
え
る
。

露
風

の

「
伝
統

的
な

る
も

の

」

「
日

本

的

な

る

も

の
」

へ

の

傾

倒

し

か
し
こ
れ
と
同

時
に
、
露
風

は
古
事
記
、
万
葉
集
を
「
必
読
の
古
典
」

（
『
全
集
』
第
二
巻
七
五
、
六
頁
）
に
挙

げ
る
な
ど

日
本
の
古
典

に
対
す

る
愛
着

も
深

か

っ
た
。
か
つ
ま
た
詩

の
象
徴
主
義
の
系
譜
と
し
て
日
本
独
自
の
展
開

が

あ

っ
た
と
も
唱

え
た
。
『
幻

の
田
園
』
（
大
正
四
・
六
）
自
序
で

こ
う

述
べ

て

い
る
。

象
徴
は
仏
蘭
西
か
ら
移
人
さ
れ
た
と

い
ふ
説

は
一
応
私
も
肯
定
す

る
。

し

か
し
其
精
神

に
於
い
て
、
必
ず
し
も
然
う
で

は
な

い
。
。ヱ
ル
レ
エ
ヌ
、

マ
ラ

ル
メ
の
徒
の
み
な
ら
ず
古
き
日
本
の
芸
術
は
此
精
神
に
胚
胎
し
て

生
れ
て
ゐ

る
。
加
之
、
詩
の
道
を
行
ふ
と
い
ふ
点
で

は
更
に
一
歩
を
進

め
て
ゐ

る
さ

へ
あ
る
。
私
は
こ
の
日
本
の
伝
統
の
精
神

に
居
る
こ
と
を

喜
ぶ
。
（
原
文
改
行
）
日
本

の
伝
統
の
精

神
は
、
我
々
の

血
で
あ

り
所

有
で

あ
る
か
ら

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
全
集
』
第
一
巻
一
三
五
頁
）

露
風

は
、
彼
の
代
表
的
詩
集

『
白
き
手
の

猟
人
』
（
大
正
二
・
九
）
中

の
散



文

「
芭

蕉

」

で

も

、
「

芭

蕉

の

象

徴

は

内

に

在

っ

て

醗

酵

し

て

居

」

り

、

こ

れ

が

「
徹

頭

徹

尾

、

抒

情

の

心

を

押

進

め
」

た

結

果

、
「
最

善

の

詩

境
」

に

ま

で

立
ち

至

り

、
「
芭

蕉

は

そ

こ

か

ら

、

生

命

の
秘

想

を

奪

ひ

取

っ

た
」

と

い

う
。

こ

こ

に

お

い

て

「
形

式

が

直

ち

に
内

容

の
暗

示

、

或

は
内

容

そ

の

物

と

ま

で

押

上

げ

た

の

は

」
、

た

だ

「

芭

蕉

一

人

」

の

み

と

断

言

す

る

。

そ

し

て

次

の
よ

う

に
言

葉

を
継

ぐ

。

詩
形

は

、
印

象

を

散
漫

な

ら

し

め

ぬ

た

め

に

、
至

醇

な

言

語

を

造

る

た

め

に
、

必

ず

短
少

な

る

べ

き

も

の

と

ポ

ー
以

来

繰
返

し

た

。

し

か

し

其

事

は
我

々

に

心
配

は

な

い
。

日

本

の

詩
形

は

、

短
少

の

う

ち

の

最

も

短

少

な

も

の
で

、
又

至

醇

な

る

言

語

を

造

っ

た
と

云

へ
ば

芭

蕉

に
如

く

者

は
無

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
全
集
』
第

一
巻

匸

一
九
頁

）

芭

蕉

は
自

然

を

知
性

に
基

づ

い

て

「
洞

察

観
照

す

る
」

と

共

に

、

自

然

に

対

し
て

「
願

望

」

す

る

こ

と

で

「
世

に

も

懐

し

い

象

徴

の

詩

人
」

と

な

っ
た

。

露
風

は
従

来

、
「
茶

人

」
「

宗

匠

」

と

い

う

人

び

と

か

ら

「

偶

像

化

」

さ

れ

て

き

た

芭
蕉

を

、
「

我

々

の

頭

で

我

々

の

新

し

い

詩

か

ら

、

自

由

な

観

察
」

を

し

て

見

い

だ

し

た

「

象

徴

詩

人

」

と

し

て

描

き
出

そ

う

と

努

め

た

の

で

あ

る

。

ま

た

こ
れ

に
関

連

し

、

露

風

は

「
芭

蕉

の

入

禅

」

を

、
「
覚

め

な

が

ら

に

夢

を

見

る

、

さ

う

し

て

自

然

の

生

命

に

忍

び

こ

む

、

深

切

な

象

徴

」

と

呼

び

、

「

雪

舟

の

絵
と

利

休

の

茶

」

に

相

通

じ

る

も

の

が

あ

っ

た

と

も

述

べ

た

（
『
全

集
』
第
一
巻
一
二
八
、
九
頁
）
。
彼
は
基
督
教
に
接
し
た
大
正
二
年
に
京
都
の
禅

寺

も

訪
問

し

て

い

る

。

ま

た

大
正

前

期

、

露
風

と

頻

繁

に

交

流

し

た

画

家

・

坂

本

繁

二
郎

は
、

露

風

が

象

徴

を

論

じ
て

「

玄

致
」

と

い

う

言

葉

を

し

き

り

に
用

い
、

能
の
鑑
賞
に
出

か
け
て
、
東
洋
的
な
象
徴
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
た
様
子

を
伝
え
て

い
る
。

こ
れ

ら
の
こ
と
と
と
も
に
神

道
に
深

い
関
心
を
抱
い
て

い
た
こ
と
、
ま
た

皇
室

に
対
す

る
尊
崇
の
気
持
ち
も
生
涯
強
か

っ
た
等
の
こ
と
を

あ
わ
せ
て
考

え
て
み

る
と
、
露
風

の
「
伝
統
的

な
る
も
の
」
「
日
本
的

な
る
も
の
」

へ
の

傾
倒
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
入
信
後
も
強

い
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
る
。
も

と
よ
り

こ
の
傾
倒
を
彼
の
生
活
環
境
、
な
か
ん
ず
く
祖
父

の
影

響
か
ら
説
明

す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
（
露
風

は
幼
少
時
、
柤
父
の
も
と
で

訓
育
さ
れ
た

が
、
こ
の
祖
父
は
龍
野
藩
士
で
幕
末

に
は
尊
王
運
動

に
従
事
し
て

い
た
）
。

し

か
し
こ

の
彼
の
「
伝
統
的

な
る
も
の
」
「
日
本
的
な

る
も

の
」

へ
の
傾

倒
を
同
じ
く
彼

の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
傾
倒
と
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
勘
案
し
て

み

る
と
、
露
風

が
象
徴
詩
の
探
求

か
ら

フ
ラ
ン
ス
象
徴
主
義
の
詩
人

だ
ち
と
出

会
い
、
そ
こ
で

か
れ
ら
の
象
徴
詩
の
中

に
息
づ
く
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
、
そ

れ
は
と
り
も
直
さ
ず
「
伝
統
の
重
さ
」
、

に
気
づ

い
た
こ
と
が

注
意
を
ひ
く

の
で

あ
る
。
つ
ま
り
露
風

の
「
伝

統
的
な
る
も

の
」
「
日

本
的
な

る
も

の
」

へ
の
傾
倒
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
へ
の
没
入
と
同
じ
心
的
傾
向
の
別
の
表

れ
と
も

察
せ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

露
風

の
詩
人
的
感

性
が
、

詩

に
お
け

る

「
伝
統
」

の
意
義
の
大
き
さ
を
気
づ
か
せ
、
基
督

教
へ
の
傾
倒

と
と
も
に
日

本
の
伝
統
へ
の
更
な
る
関
心
を
促
し
て

い
っ
た
と
い
え
る
。
そ

し
て
こ
の
こ

と
は
カ
ト
リ
ッ

ク
入
信
後
の
大
正
後
半
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
彼
が
幕

末
維
新

期
の
国
学
、
国
学
者
に
好
意
的
に
言
及

し
た
こ
と
に
も
繋

が
る
も
の

で
あ

っ
た
。
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露
風
と
国
学
―
―
「
国
学
の
一
神
教
化
」
へ
の
共
感

未
刊

の
随
筆
集

「
雨
窓

点
滴
」

に
は
、
昭
和
四

年
の
夏

か
ら
秋

に
か
け
て

執
筆

さ
れ

た
と
推
測
さ
れ

る
国

学
及

び
国
学
者
に
つ
い
て
語

っ
た
項
目

が
見

え

る
。

た
と
え
ば
そ

の
（
一
）

に
「
天

主
教
と
野
之
口
隆
正
」
と

い
う
項

目

が
掲

げ
ら
れ
て

い
る
（
隆
正

は
幕

末
維
新
期
の
国
学

者
。

一
般
に
は
「
大

国

隆
正

」
で
知
ら

れ
る
）
。
こ

の
中
で

露
風

は
隆
正

の
、
基

督
教

で

は
、
「
教

祖
」

を
「
天
主

の
、
人
間
界

に
形
質

を
あ
ら
は
し
て

、
を
し

へ
を

な
せ
る
も

の
」
と
す

る
の
に
対
し
、
「
わ
が
日
本
国

に
は
、
そ

の
再

生
の
天

主
を
ま

た

ず
し
て
、
真
天
主
の
教
つ

た

は
り
て

あ
り
」

と
い
う
議

論
か
ら
、
「
再
生

の

天
主
と

い
ふ

の
は
、
キ
リ

ス
ト
の
こ

と
」

で
あ
り

、
「
再
生

と
は
」
、
「
復
活

の
こ
と
で
あ
る
」
と
説
明
を
加
え

た
後
、
「
何
故
、
『
待
た

ぬ
』
と
言
つ
た

か

と

い
ふ
と
、
隆
正
の
み
」
な
ら
ず
国

民
の
中

に
、
日
本
独
自

の
「
超
人
間
的

な
」
「
神
格
」
へ
の
「
信
仰
的
感
情
」
が

存
在
し

た
か
ら
と
力
説
す

る
。

天
地
の
創
造
主
と
し
て
、
我
国

の
国

学
者
が
、

信
じ
て
ゐ

る
の
は
、
天

御
中
主
神
で
あ
る
。
こ
れ

は
日
本
の

『
神
典
』

に
、
神

に
就
て

は
、
最

も
早
く
、
現
は

さ
れ
て

あ
る
神
で

あ
る
。
字
義

は
、
即

ち
、
天

の
御

中

に
ま
し
ま
す
主
で
あ

る
と
云

ふ
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ

は
、
字

義
よ
り

言

っ
て
も

『
神
典
』
の
中
で
、
最

も
初
め
の
神

と
し
て

、
記

さ
れ
て

ゐ
る

の
を
以
て
見
て
も
、
天
地

を
造
ら
れ
た
造
化

の
神
で
あ

る
と

、
認
識

す

る
の
が
、
彼
等
、
高
等
神
学

の
国
学
者
に
は
、
当
然

の
こ
と
で

あ
る
と

言

は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

露
風

は

「
高

等
神

学

の
国

学

者
」

た
ち

が

「
日

本

を

、

地
球

の

本
と

考

へ

た

の

は

、

故

の

あ

る

こ

と
で

あ

る
」

と

言
う

（
そ

の

理

由

と
し

て

「
神

は

ま

ず

日

球

（

＝

太

陽

）

を

造

り

、

次

に

地

球

を

造

っ

た

こ

と

」

そ

し

て

そ

の

「

日

球

の

『
日
』

と

『
日

本

』

の

日

が
同

じ

語

で

あ

る

こ

と
」
「

太

陽

は
、

東

よ
り

昇

り
、

日

本

は

、

世
界

の

東

に
位

す

る
」

と

い

う

「
三

つ

の

事
実

」

を

挙

げ

る

）
。

ま

た
彼

は

、

隆

正

の

「
西

洋

の

天

主

教

は

、

末

を

あ

ひ

た

す

け

て

、

本

に

う
と

し

」

を
引

き

な

が
ら

、

基

督

教

で

は

キ

リ

ス

ト

そ

の
も

の

を

強
調

す

る
が

、

そ

の
本

で

あ

る

天

地

創
造

の

神

に

つ

い

て

言
及

す

る
こ

と

が

少

な

い
こ

と

を

隆
正

が

論

難

し

、
「
真

天

主

の

教

は

、

日

本

国

に

あ

る

こ

と

を
し

る

べ
し

」

と

断

じ

た

の

だ

と
す

る
。

こ

れ

ら

の

隆
正

の

所
説

を
露

風

は

次

の

よ

う

に
ま

と

め

る
。

こ

れ

を

要

す

る

に
野

之

口

隆

正

は
、

天

主

教

を

知
り

て

、

日
本

の

神

典

に

あ

る
天

御

中

主

神

を

他

の
高

級

な

る

国

学

者
と

共

に
天

地

創
造

の

神

と

認
識

し

、

そ

の
神

を

以

て

、

天

地

の

神

代

説

に
見

え

る
如

く
、

創

造

さ

れ
、

さ

う
し

て

、
衛

星

の

一

つ
な

る
太

陽

い
で

き

、
次

に

地
球

成

り

、

日

本
、

日

の
本

と

し
て

造

ら
れ

た
と

言

ふ

こ

と

を

信

じ

、

こ

の
天

御

中

主

神
こ

そ

、
真

天

主
と

信
じ

た

の
で

あ

っ

た
。

（
以
上
、
「
雨
窓
点
滴
」
（
一
）
『
全
集
』
第
二
巻
三

八
五

～
七
頁
）

引

用

中

の

「

高

級

な

る
国

学

者
」
（
及

び
先

の

「
高

等
神

学

の
国

学
者

」
）

と

は

、

国
学

の

中
で

も
平

田

篤

胤
以

降

、

天

御

中

主

神

を

天

地

創

造

の
神

、

宇

宙

第

一

の

神

と

し

て

「
発

見

」

し

た
国

学

者

た

ち

を

指

し

て

い

る

（
同

（
一

）
別

項

、
「

古
道

大

意
」

に

、
こ

れ

に
関

す

る
篤

胤

の

記

述

が

あ

る
）
。



こ

こ
か
ら
露
風
が
隆
正

の
よ
う
な
国
学
者
の
展
開
す
る
や
や
強
引

に
も
見

え
る
基
督
教
批
判
の
議
論
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、
あ
ま
つ

さ
え

か
れ
ら
の
議

論
の
中

に
、
基
督
教
の
精
神
、
特
に
カ
ト
リ

ッ
ク
の
精
神
と
通
底
す

る
精
神

性
を
見
い
た
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
が
、
彼
は
同

時
代

人
の
基
督
教
非
難
に
は
敢
然
と
擁
護
の
論
陣
を
張

っ
た
。
当
時
起
こ

っ

た

ロ
ー
マ
教
皇
庁
へ
の
日
本
の
外
交
使
節
派
遣
反
対
論

に
、
露
風

は
次
の
よ

う
に
反

論
し
た
（「
神
へ
の
道
」
大
正
一
五
・
七
）。

カ
ト
リ
ッ
ク
は
天
主
公

教
と
謂
っ
て
宇
宙
の
創
造
主
で
あ
る
唯
一
の
神

即

ち
天

主
を
奉
ず
る
宗
教
で
あ
る
。
故
に
そ
の
理
法
を
具
体
せ
る
日
本

の
皇
室

を
カ
ト
リ
ッ

ク
は
最
も
尊

重
す

る
の
で

あ

る
。

さ
れ

ば

ロ
ー

マ

ー
ヴ
ァ
チ
カ
ン
と
交

誼
を
結
ぶ

こ
と

は
君
主
至
上
主
義
を
忽
諸
に
す

る
こ
と
で
は
な
く
し
て
却
っ
て
そ
れ
を
認
め
さ
す
こ
と
と
な
る
。

（
『
全
集
』
第
三
巻
一
〇
六
頁
）

外
交

使
節
の
派
遣
が

ロ
ー

マ
教
皇
の
「
教
会
至
上
主
義
」
を
認
め
る
も
の

で
あ
り

、
こ
れ
が
日
本
の
「
君
主
至

上
主
義
」
と
相
容
れ
な

い
の
で

は
な
い

か
と

い
う
意
見
に
対
し
、
「
セ
ザ
ル

（
皇
帝
）

の
物

は
セ
ザ
ル

に
、

神
の
物

は
神

へ
」

の
イ

エ
ス
の
言
葉
を
引
き

な
が
ら

反
駁
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
は
、
先

に
述
べ
た
皇
室
へ
の
尊
崇

が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
結
合
し
て
独
自

に
展
開

さ
れ
て

い
る
こ
と
も

看
取

さ
れ
る
。

即
ち
露
風
は
、
天
皇
の

「
万
世

一
系
」

を
地
上

に
お
け

る
「
天

主
の
祝
福

の
実

現
」

と
捉
え
た
の
で
あ
る
。

ま

た
先

の

「
雨

窓

点
滴
」
（
一
）
別

項

「
中

村

成
昌

の

『
学

範
』」

中
で

（
「
中

村
」

は

「
中
林
」

の
誤
り
。
中

林
成
昌

は

幕
末

の
南

画
家
。

一
般

に

「
中
林
竹
洞
」
で
有

名
）
、

す

べ
て

の
教
は
、
一
の
元

を
有
す

る
と
の
み

言
っ
て

は
、
各
教
共

、
承

知
し
な

い
か
も
し
れ
ぬ
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
殊
に
、
道

は
異
り
て
も
、

高
ね

の
月

は
一

つ
と

い
ふ
や
う
な
思

想
に
は
、
反
対
す

る
。
（
原
文

改

行
）
し

か
し

な
が
ら
、
神
を
元

と
し
て
、
考
へ
来
れ
ば
、
案
外
、
神

の

名

に
於
て

、
そ
れ
ら
を
、
よ
く
信
じ

る
人

々
と
、

融
和
す
る
こ
と
が
、

出
来

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
　

（
『
全
集
』
第
二
巻
三
八
五
頁
）

と
述
べ
て

い
る
。
露
風

は
日
本

の
神
道
、
「
伝
統
」

の
中

に
も
基
督
教
の
真

理
と
根
底
で

つ
な
が
る
「
一
な
る
」
精
神
を
見
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

こ
の
こ
と
が
露
風
を
し
て
、
日
本
神
話

に
お
け

る
造
化
三
神
の
首
位
で
あ
る

天

御
中
主
神
を
天
地
創
造
の
神
、
宇
宙
第
一
の
神
と
位
置
づ
け

、
国
学
理
論

を
構
築
し
よ
う
と
し
た
平

田
篤
胤
以
降

の
国
学
者
の
流
れ
を
「
高
級
な
る
国

学
者
」
と
言
わ
し
め
た
所
以
で

あ
り
、
こ
れ
が
露
風
の
中
で
「
高
級
な
る
国

学
者
」
の

「
国
学
の
一
神
教
化
」

へ
の
熱
情

に
対
す
る
共
感
を
生
ん
だ
。
彼

ら
が
「
数
千
年
来
の
日

本
の
道
徳
的
基
調
」
「
内

的
生
命
」
が
「
唯
一
神
の

宗
教
と
相
一
致
す
る
も
の
」
で
あ

る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
点
を
露
風

は
、

高
く
評

価
し

た
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
彼
の

「
大
和

民
族

の
精
神
」
が
、

「
希
伯
来
の
唯
一
神
教
―
―
基
督
教
と
結
合
し
た
真
の
信
仰
の
境
涯
」
に
達

し
、
「
真
個
に
近
代
文
明
の
光

に
照

ら
し
出

さ
れ

た
大
和
民

族
の
真
の
精
神

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
い
う
信
念
が
導
き
だ
さ
れ
た
（
「
神
へ
の
道
」
『
全

集
』
第
三
巻
九
〇
頁
）
。
即
ち
露
風
は
西
洋
文

明
を

「
外
発

的
」

に
受

容
し
、

「
内
発

性
」

が
欠
け
る
と
指
弾

さ
れ

る
日
本

の
近

代

に
、
開
花
す

べ
き
固

有
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の
近
代

精
神
を
構
想
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
露
風
が
大

正

期
に
入

っ
て
こ
の
よ
う
な
思
想
に
た
ど
り
着
い
た

か
。
次

に
同
時
代
史
的

視
点
か
ら
彼
の
思
想
を
考
え
た

い
。

同

時

代

史

的

視

点

か
ら

筆
者
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た

「
三
木
露
風
の
基
督
教
思
想
」
で
近
代

一
般
の

問
題
と
関
連
さ
せ
て
、
Ｔ

・
Ｓ

・
エ
リ

オ
ッ
卜
の
評
論

「
伝
統

と
個
人
の
才

能
」
（
一
九
一
九
年
）
を
参
照
し
な
が
ら
露
風

の
思
想
を

考
え
て

み
た
。
こ
こ

で
は
よ
り
焦
点
を
絞

っ
て
、
大
正
期

に
お
け
る
我
が
国

の
問
題

と
連
関

さ
せ

な
が
ら
考
え
を
進
め
た

い
。

唐
木

順
三
は
、
「
現
代
史

へ
の
試
み
」
（『
唐
木
順
三
全
集
』
第
三
巻
　
筑
摩
書

房
）
で
明
治
ま
で
あ

っ
た

「
型
」
が
日
露
戦
争
を
経
て
、

大
正

期

に
喪
失
し

た
こ
と
の
問
題
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
明
治
末
ま
で
残

っ
て

い
た
伝
統
社
会

の

「
修
養
」
の
感
覚
。
明
治

一
〇
年
前
後
の
世
代
ま
で

あ
っ
た
幼
少

時
の
四

書
五
経
の
素
読
を
通
し

た
精
神

的
鍛
錬
を
重
視
す

る
教

育
を
受
け

た
人
び
と

に
代
わ
り
、
知
育
主
体

の
近
代

教
育

を
小
学

か
ら
受
け

た
「
青
年
」
た
ち
が

社
会
の
前
面

に
躍
り
出

た
日
露
戦
後

の
時
代

を
、
日

本
近
代

の
大
転
換
期
と

捉
え
た
。
青
年

た
ち
は
、
「
普
遍
」

に
目
覚
め
た
「
個
性
」

と
な
り

「
教
養
」

で
身
を
鎧
う

た
。
と
同

時
に
そ
の
「
普
遍
」

と
「
個

性
」
を
媒
介
す
る
中
間

項
・
国
家
、
社

会
と

い
っ
た
「
種
」

を
軽
視
す

る
よ
う
に
も
な
り
、
こ
こ
か

ら
も
の

ご
と
を

抽
象
化

し
て

考
え
る
姿
勢
が

生
じ
、

そ
れ
と
と
も
に
人
間
の

あ
り
方
を
具
体

的
に
律
す
る
「
形

式
」

へ
の
軽
蔑
も

生
ま
れ
た
。
そ
し
て
こ

れ
が
結
果
的

に
伝
統

に
よ

っ
て

培
わ
れ
た
「
型
」
、
精
神

的
骨
格
と

言
い
換

え
う
る
も
の
、

の
喪
失
を
招

い
た
と
唐
木

は
見

た
。
こ
こ

か
ら
派
生
す
る
、

日
本
近
代

の
危
機

の
問
題

を
、
そ
の
後
の
歩
み

と
重
ね
て
、
彼

は
論
じ
た
の

で
あ
る
。

露
風
自
身

は
、
明

治
二
二
年
生
ま
れ
で

あ
り
、
こ
の
唐
木

の
説

に
従
え
ば
、

「
型
」
を
喪
失
し
、
「
普
遍
」

に
目
覚
め
た
青
年
に
該
当
す

る
。

確
か
に
彼
は

大
正
期

に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
「
普
遍
」
に
傾
倒
し
た
人
物
で

あ
っ
た
。
し

か
し
今

ま
で

述

べ
て
き

た
こ

と
で

わ

か
る

と

お
り
、

露
風

は
、

一
般

に

「
型
」

を
嫌

い
自
由
を
謳
歌
す

る
近
代
社
会
の
中
で

、
む
し
ろ

逆
に
「
規
範
」

と

「
伝
統
」

に
よ

っ
て

人
間
を
律
す
る
も
の
と
し
て

カ
ト
リ
ッ
ク
に
傾
倒
し

て

い
っ
た
の
で

あ
る
（
ち
な
み

に
露
風
は
幼
少

期
、
祖
父

か
ら
漢
籍
の
素
読

を
受
け

た
と
自
筆

年
譜
で

述
べ
、
中
学
以

上
の
学
校
教
育

も
不
規
則
な
形
で

受
け
る

な
ど
、

唐
木

が
挙
げ
た
明
治
一
〇

年
前
後
世
代

に
近

い
教
育
の
経
路

を

た
ど

っ
て

い
る
）
。
そ
し
て

彼
の
「
普
遍
」
と
は
、
常
に
「
日
本
」
（
唐
木

の
言
葉
で

言
え

ば
「
種
」
）
と
の
関
係
を
意
識
し
て

思
念

さ
れ
た
も
の
で
も

あ
っ
た
。
彼
の
大
正

期
以

降
の
基
督
教
へ
の
傾
斜

に
、
自
己
逃
避
の
意
識

を

見
て

批
判
的
に
捉
え
る
見
解
も
あ
る
が
、
そ
の
傾
斜
と
は
、
彼
の
詩
人
と
し

て

の
鋭
敏
な
感
性
が
捉
え
た
同
時
代
に
対
す

る
危
機
意
識
の
表
れ
と
も
目

さ

れ
る
の
で

あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で

大
正

か
ら
昭

和
初
期

の
三
木

露
風

の

「
日
本
」
と
「
西
洋
」
と

に
傾
倒
す
る
姿

か
ら
、
同

時
代
の
「
危
機
」

の
深

層
を
測
量
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
の
で
あ

る
。



お
わ
り
に
か
え
て
―
そ
の
現
代
と
の
関
わ
り

露
風

は
、
そ
の
後
、
昭
和

の
戦
争
期
に
は
大
東
亜
戦
争
の
日
本
必
勝
を
祈

念
す
る
「
戦
争
詩
」
も
手

が
け
て

い
る
。
こ
れ
を
戦
後
的
視
点
か
ら
は
積
極

的
に
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
も
「
西
洋

（
＝

近
代
文
明
）
」
と
「
日
本
（
＝
伝
統
的
な
る
も
の
）
」
の
間
で
、
大
き
な
振
幅

を
見
せ
た
日
本
近
代
の
、
現
在
に
至
る
そ
の
軌
跡
を
念
頭
に
置
け
ば
、
自
ず

と
検
討
の
余
地
が
生
ま
れ
て

く
る
。

三
木
露
風
は
、
冒
頭

に
述
べ
た
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
作
者
と
し
て
ひ
ろ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
が
、
そ
の
実
、
現
在
で

は
「
忘
れ
ら
れ
た
詩
人
」
で
あ
り
、

そ
の
思
想
を
解
明
し
よ
う
と
す

る
動
き
は
な
い
に
等
し
い
。
し
か
し
今
ま
で

述
べ
て
き
た
彼
の
思
想
に
内
在
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
信
仰
と
伝
統
、
特
に
国
学

と
一
神
教
の
問
題
と
は
、
あ
る
意
味
で
近
代
化
の
果
て
ま
で
歩
ん
で
し
ま

っ

た
今
日
の
日
本
を
考
え
る
上
で
、
ひ

い
て
は
未
だ
固
有
文
化
の
保
守
を
賭
け

て
非
欧
米
文
明
圏
が
「
西
洋
文
明
」
が
進

め
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
と
厳
し
く

対
峙
す

る
危
機
的
構
造
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
示
唆
を
含
む
と
も

い
え

る
の
で
あ
る
。

（
１
）
　
露
風
独
自
の
象
徴
主
義
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
福
嶋
朝
治
「
Ⅲ
．
生
命
主

義
と
神
秘
象
徴
詩
」
（
『
日
本
近
代
詩
の
思
想
』
教
育
出
版
セ

ン
タ
ー
）
参
照
。

（
２
）
　
森
田
実
歳
『
三
木
露
風
研
究
―
象
徴
と
宗
教
―
』
（
明
治
書
院
）
三
五
一
頁

参
照
。

（
３
）
　
森
田
氏
は
こ
の
こ
と
を
露
風
の
メ
モ
「
日
本
国
体
と
キ
リ
ス
ト
教
」

を
紹
介

し
な
が
ら
詳
細
に
論
じ
て
い
る
（
森
田
前
掲
書
第
一
一
章
、
特
に
三
三
三
～
五

四
頁
参
照
）
。

（
４
）
　
新
保
■
司
『
日
本
思
想
史
骨
』
（
構
想
社
）
「
Ｉ
．
日
本
思
想
史
骨
」
参
照
。

（
５
）
　
羽
鳥
徹
哉
「
三
木
露
風
の
起
伏
」
（
『
国
文
学
　

解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
一
五
年

一
一
月
号
）
参
照
。

（
６

）
　
こ
こ
で
は
現
代
の
「
危
機
」
を
文
明
と

の
連
関
で
考
察
し
た
桶
谷
秀
昭

「
豊

山
の
鐘
」
（
『
時
代
と
精
神
』
北
冬
舎
）
を
参
照
し

た
。

（
み
や
ざ
と
・
た
つ
し
、
近
代
日
本
思
想
史
、

比

較

思

想

学

会

会
員

）
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